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久留米文化財収蔵館寄託「合戦絵巻」

（『平治物語絵巻』「六波羅合戦巻」模本）について

久
留
米
文
化
財
収
蔵
館
寄
託
「
合
戦
絵
巻
」

　（『
平
治
物
語
絵
巻
』「
六
波
羅
合
戦
巻
」
模
本
）
に
つ
い
て

伊
藤
悦
子

　
　
　

一
、
は
じ
め
に

　

十
三
世
紀
の
成
立
と
さ
れ
る
『
平
治
物
語
絵
巻
』（『
平
治
物
語
絵
詞
』）

は
、「
三
条
殿
夜
討
巻
」（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
）、「
信
西
巻
」（
静
嘉

堂
文
庫
所
蔵
）、「
六
波
羅
行
幸
巻
」（
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
）
の
三
巻

お
よ
び
「
六
波
羅
合
戦
巻
」
の
断
簡
（
十
四
図
と
四
行
の
詞
書
）
が
知
ら

れ
て
い
る
。「
六
波
羅
合
戦
巻
」
の
全
容
は
、
東
京
国
立
博
物
館
が
所
蔵

す
る
白
描
模
本
（
以
下
、
東
博
本
と
記
す
）
等
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
把

握
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
「
六
波
羅
合
戦
巻
」
は
、
こ
れ
ま
で
原
本
で
あ
る
断
簡
に
つ
い
て
の
研

究
は
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
模
本
に
つ
い
て
は
、
代
表
模
本
で
あ
る
東
博

本
が
補
助
資
料
的
役
割
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
程
度
で
、
そ
の
他
の
模
本
、

あ
る
い
は
模
本
全
体
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ

た（
（
（

。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
一
四
年
に
新
た
な
模
本
が
早
稲
田
大
学
図
書
館
に

収
蔵
（
以
下
、
早
大
本
と
記
す
）
さ
れ
、
滝
澤
み
か
氏
に
よ
っ
て
早
大
本

の
調
査
報
告
、
並
び
に
模
本
の
伝
本
整
理
が
な
さ
れ
た（

2
（

。
氏
に
よ
る
と
、

現
在
ま
で
に
知
ら
れ
て
い
る
模
本
は
早
大
本
を
含
め
十
四
点
あ
り
、
奥
書

に
森
井
善
太
郎
・
千
賀
義
徴
の
名
を
有
し
て
い
る
義
徴
模
写
系
統
の
模
本

が
多
い
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
、
早
大
本
は
森
井
善
太
郎
の
み
の
名
を
記
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す
特
異
な
模
本
で
あ
る
と

す
る
。
東
博
本
は
詞
書
三

段
、
絵
四
図
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
東
博
本
を
完
本

と
考
え
た
場
合
、
現
存
模

本
の
う
ち
完
本
と
呼
べ
る

も
の
は
少
な
い
。
た
と
え

ば
横
浜
市
歴
史
博
物
館
蔵

本
は
詞
書
が
無
く
、
宮
内

庁
書
陵
部
本
は
第
四
図
の

み
で
あ
る
。

　

さ
て
、
久
留
米
文
化
財

収
蔵
館
に
は「
合
戦
絵
巻
」

（
資
料
番
号B（986ｰ00（ｰ

（883

）
と
題
さ
れ
る
資
料

が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
内

題
・
外
題
は
無
く
、
資
料

名
が
「
合
戦
絵
巻
」
で
あ

る
た
め
に
、
今
日
ま
で
知

ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
だ
が
、
内
容
は
「
六
波
羅
合
戦
巻
」
を
略
式

に
模
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
い
く
つ
か
の
問
題
を
除
け
ば
完
本
で
あ
る
。

全
体
の
様
子
か
ら
、
短
時
間
で
慌
た
だ
し
く
模
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
寸
法
は
縦
二
七
・
〇
×
横
六
一
七
・
〇
㎝
（
3
（

で
、
軸
や
裏
打
ち
な
ど
の
装

丁
は
な
く
、紙
質
は
楮
紙
と
思
わ
れ
る
。十
八
紙
が
貼
り
継
が
れ
て
お
り
、

一
紙
目
の
幅
の
み
約
二
七
㎝
で
、
他
は
概
ね
三
八
・
五
㎝
前
後
で
あ
る
。

第
一
紙
が
剥
離
し
て
い
る
な
ど
保
存
状
態
は
あ
ま
り
良
い
と
は
言
え
な
い

が
、
多
少
の
虫
損
が
あ
る
ほ
か
は
特
に
問
題
な
い
。
縦
幅
は
東
博
本
よ
り

十
五
㎝
程
小
さ
く
、
絵
は
天
地
共
に
余
白
が
あ
る
。
秋
山
光
和
氏
に
よ
る

と
、
東
博
本
は
断
簡
か
ら
割
り
出
し
た
原
本
の
サ
イ
ズ
よ
り
「
九
割
五
分

の
縮
写
率
を
示
す（

（
（

」
と
の
こ
と
な
の
で
、「
合
戦
絵
巻
」
は
更
に
縮
写
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

収
蔵
館
に
は
、
久
留
米
藩
御
用
絵
師
で
あ
っ
た
三
谷
家
に
よ
っ
て
膨
大

な
数
の
絵
画
資
料
が
寄
贈
・
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
谷
家
の
資
料

は
、
久
留
米
市
教
育
委
員
会
が
調
査
報
告
書（

（
（

に
纏
め
て
い
る
が
、
基
本
的

な
書
誌
情
報
の
記
載
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
「
合
戦
絵
巻
」
と
い
う
資
料
名

も
、
お
そ
ら
く
報
告
書
作
成
段
階
で
は
典
拠
が
不
明
だ
っ
た
こ
と
に
よ
る

の
だ
ろ
う
。
稿
者
は
二
〇
一
四
年
四
月
に
約
六
十
点
程
の
資
料
を
調
査
し

た
が（

6
（

、源
平
関
連
と
思
わ
れ
る
絵
画
資
料
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
お
り
、

「
合
戦
絵
巻
」（
以
下
、久
留
米
本
と
記
す
）も
そ
の
う
ち
の
一
点
で
あ
る
。

【図１】久留米本「六波羅合戦巻」
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（『平治物語絵巻』「六波羅合戦巻」模本）について
　
　
　

二
、
全
体
の
構
成

　

全
体
的
な
構
図
を
東
博
本
と
比
較
す

る
と
、
久
留
米
本
に
は
大
き
な
異
同
が

二
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
絵
の
位
置
で
、

両
本
を
比
較
し
た
全
体
図
を
【
図
２
】

に
示
し
た
が
、
東
博
本
の
第
一
図
の
後

半
に
あ
た
る
部
分
が
、
久
留
米
本
で
は

第
三
図
の
直
前
に
移
っ
て
お
り
、
絵
は

不
自
然
に
分
段
さ
れ
て
い
る
（【
図
３
】

【
図
４
】）。
二
つ
目
は
、
東
博
本
の
第

四
図
に
当
た
る
絵
の
後
ろ
に
、
猛
火
、

奥
書
、
素
描
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
素

描
は
、
基
本
的
に
絵
巻
の
人
物
や
武
具

の
一
部
を
抜
き
出
し
、
詳
細
に
デ
ッ
サ

ン
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
（【
図
５
】

【
図
６
】）。
な
か
に
は
場
面
の
特
定
が

困
難
な
素
描
も
あ
る
が
、
東
博
本
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
装
束
の
模
様
が

描
か
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

　

絵
の
分
断
に
関
し
て
は
、
本
来
は
東
博
本
（
他
の
模
本
も
同
）
の
方
が

正
し
い
は
ず
だ
が
、
久
留
米
本
は
何
故
こ
の
よ
う
な
配
置
に
し
た
の
だ
ろ

【図２】全体図

東
博
本

久
留
米
本

第
一
図
①

第
一
図
②

詞
書
１

第
二
図

詞
書
２

第
三
図

詞
書
３

第
四
図

第
一
図
①

詞
書
１

第
二
図

詞
書
２

第
一
図
②

第
三
図

詞
書
３

第
四
図

猛
火

奥
書

素
描

【図３】第一図①

【図５】素描

【図６】素描 【図４】第一図②
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う
か
。
粉
本
そ
の
も
の
に
問
題
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
あ
る
い
は

模
写
す
る
際
、
時
間
的
制
約
に
よ
り
一
部
を
省
略
し
よ
う
と
し
た
可
能
性

も
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
全
体
的
に
素
早
く
描
い
た
ク
ロ
ッ
キ
ー
風
の
絵

で
あ
り
、
詞
書
や
奥
書
も
走
り
書
き
の
よ
う
な
文
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

短
時
間
で
模
写
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
後
半
に
な
る
に
従
い
模
写
は
や
や
詳
細
に
な

り
、
一
部
に
朱
を
入
れ
る
な
ど
の
余
裕
を
見
せ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
時

間
の
制
約
に
よ
っ
て
略
写
せ
ざ
る
を
え
ず
、
そ
れ
で
も
時
間
が
足
り
ず
に

第
一
図
②
を
省
略
し
た
が
、
途
中
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て
時
間
に
多

少
の
余
裕
が
生
ま
れ
た
た
め
詞
書
２
を
書
き
終
え
た
段
階
で
第
一
図
②
を

加
え
、
奥
書
ま
で
書
き
終
え
た
後
、
残
り
の
時
間
で
人
物
の
一
部
な
ど
を

抜
き
出
し
、
略
写
で
は
写
せ
な
か
っ
た
細
部
を
丁
寧
に
模
写
し
な
お
し
た

の
だ
ろ
う
。

　
　
　

三
、
奥
書

　

先
行
研
究
を
も
と
に
、
各
模
本
の
転
写
状
況
の
流
れ
を
簡
単
に
ま
と
め

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
奥
書
に
よ
る
と
、
土
佐
古
将
監
真
筆
本
を
元
和
三
年

（
一
六
一
七
）
に
森
井
善
太
郎
が
転
写
し
、
そ
の
元
和
三
年
本
を
明
和
九

年
（
一
七
七
二
）
に
千
賀
義
徴
が
転
写
し
た
の
が
安
田
氏
旧
蔵
本
、
明
和

九
年
本
を
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
に
転
写
し
た
の
が
逸
翁
美
術
館
本
、

寛
政
五
年
本
を
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
に
転
写
し
た
の
が
宮
内
庁
書
陵

部
本
で
あ
る
（
こ
れ
ら
が
直
接
的
な
親
子
関
係
に
あ
る
の
か
は
不
明
で
あ

る
。
な
お
、
徴
古
館
所
蔵
『
本
朝
画
図
目
録
』・
黒
川
真
頼
『
訂
正
増
補

考
古
画
譜
』
に
は
、
千
賀
七
郎
左
ヱ
門
義
微
筆
「
六
波
羅
合
戦
図
」
一
巻

と
い
う
記
載
が
あ
る
）。

　

早
大
本
の
奥
書
に
は
「
土
佐
古
将
監
之
真
筆
／
元
和
三
年
霜
月
七
日
写

畢
／
森
井
善
太
郎
」
と
あ
り
、
箱
書
に
実
満
・
光
起
の
名
が
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
滝
澤
氏
は
「
元
々
、「
土
佐
古
将
監
之
真
筆
」
の
絵
巻
が
あ
り
、

そ
れ
を
森
井
善
太
郎
が
写
し
、
更
に
実
満
・
光
起
筆
と
さ
れ
る
転
写
が
さ

れ
、
そ
れ
を
ま
た
後
人
が
写
し
た
も
の
が
こ
の
早
大
本
と
い
う
こ
と
に
な

土
佐
古
将
監　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江天
保
～
嘉
永
頃

春　
　
　
　
　
　
　

…
久
留
米
本

　
　

森元
和
三
年井

善
太
郎　
　

実十
五
世
紀
前
半

満　
　

光十
六
世
紀起　

　

不
詳　
　
　
　
　
　
　

…
早
大
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　

千明
和
九
年賀

義
微　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
安
田
靫
彦
氏
旧
蔵
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不寛
政
五
年詳               　

　
　
　
　

…
逸
翁
美
術
館
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松文
化
元
年岡
清
助
丹
治
辰
方　

…
宮
内
庁
書
陵
部
本
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ろ
う
か
」
と
推
測
し
て
い
る
。

　

こ
の
他
、
模
写
者
ら
し
き
人
名
が
記
さ
れ
て
い
る
模
本
に
、
東
京
芸
大

大
学
美
術
館
本
（
木天
保
十
四
年
村
立
嶽
）、
関
保
之
助
氏
旧
蔵
本
（
稲十
八
世
紀
後
半
か

葉
通
邦
）、
一

澤
久
夫
氏
蔵
本
（
有文
久
元
年信

か
）、
真
田
宝
物
館
本
（
高十
九
世
紀
中
頃

川
文
筌
）
が
あ
る
。

転
写
時
期
は
殆
ど
が
十
八
世
紀
半
ば
か
ら
十
九
世
紀
半
ば
で
あ
り
、
こ
の

期
間
に
広
く
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。た
だ
し
、鈴
木
敬
三
氏
は
、

「
六
波
羅
合
戦
巻
」
が
俵
屋
宗
達
・
狩
野
探
幽
・
谷
文
晁
ら
に
粉
本
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
平
治
絵
中
殆
ど
此
の
巻
だ
け
に
限
ら

れ
て
居
る
こ
と
は
、
特
に
此
の
巻
の
内
容
が
相
当
広
く
一
般
に
流
布
さ
れ

て
居
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る（

（
（

」
と
述
べ
て
お
り
、
近
世
を
通
じ
て
流
布
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
久
留
米
本
の
奥
書
を
記
す
。
落
款
印
や
花
押
は
無
い
。

　
　

土
佐
古
将
監
之
圖

　
　

元
和
三
年
森
井
善
太
郎
寫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

江
春
略
寫
之

　
　

御
繒
所
土
佐
守
将
監
之
真
筆
上
古
之
姿
星
霜
数
百
年
を

　
　

隔
る
と
い
へ
と
も
今
昔
の
有
様
を
見
る
か
如
し
土
佐
代
々
其
画

　
　

多
し
と
い
へ
と
も
中
興
刑
部
大
夫
光
信
よ
り
残
り
て
上
代
之
祖
伝

　
　

筆
跡
世
に
伝
る
事
希
な
り
往
古
は
本
朝
の
画
大
和
繒
の
四
宗
而

　
　

己
に
し
て
九
重
の
雲
の
上
に
は
餘
流
の
翫
な
き
に
や
い
に
し
へ
は

　
　

其
画
を
も
て
文
辭
の
及
は
さ
る
を
し
ら
し
め
む
か
た
め
に
實
を

　
　

の
み
画
き
し
な
る
へ
し
土
佐
家
代
々
其
畫
法
正
し
く
し
て
假
初

　
　

に
も
飛
毫
霊
峯
を
画
す
人
物
猶
其
辺
且
委
し
く
し
て
貴
賤

　
　

の
躰
自
侍
り
ぬ
其
勢
自
然
の
形
に
し
て
求
る
の
形
な
し
是
土
佐

　
　

家
の
術
な
り
尤
数
百
年
を
経
し
ゆ
へ
に
其
本
画
分
明
な
ら
さ
る

　
　

所
多
し
古
将
監
之
真
筆
は
其
お
そ
れ
す
く
な
か
ら
す
と
雖
と
も

　
　

こ
れ
を
写
し
て
み
た
ら
に
丹
青
を
用
ひ

ぬ
上
代
土
佐
の
比
は

　
　

朱
印
を
も
ち
ひ
す
實
名
を
の
み
し
る
す
と
見
え
た
り

【図７】奥書
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久
留
米
本
も
、
森
井
善
太
郎
が
模
写
し
た
元
和
三
年
本
系
統
の
模
本
で

あ
る
が
、
千
賀
義
徴
の
名
は
無
く
、
元
和
三
年
本
か
ら
江
春
が
直
接
模
写

し
た
ら
し
い
点
は
他
本
と
異
な
る
。
江
春
に
つ
い
て
は
、
三
谷
家
ゆ
か
り

の
人
物
の
よ
う
で
あ
る
が
、
三
谷
系
図
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
だ
が
、
三

谷
家
に
は
江
春
筆
の
絵
画
資
料
が
他
に
二
点
存
在
し
て
お
り（

8
（

、
そ
の
署
名

か
ら
天
保
～
嘉
永
頃
の
人
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
久
留
米
本
の
奥
書
に
は
、
他
本
に
は
記
さ
れ
て
い
な

い
元
和
三
年
本
お
よ
び
土
佐
古
将
監
真
筆
本
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
土
佐
古
将
監
真
筆
本
が
成
立
か
ら
数
百
年
を
隔
て
て
お
り
、
損

傷
が
激
し
い
た
め
絵
が
分
明
で
な
か
っ
た
こ
と
や
、
元
和
三
年
本
は
絵
の

具
を
用
い
た
、
つ
ま
り
彩
色
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

と
す
れ
ば
、
元
和
三
年
本
は
、
真
筆
本
の
絵
が
不
明
瞭
な
箇
所
に
多
少
の

異
同
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
記
述
を
信
じ
れ
ば
、
こ
の
奥
書
は
本
奥
書
で
森

井
善
太
郎
が
記
し
た
こ
と
に
な
る
が
、
問
題
は
、
久
留
米
本
の
粉
本
に
こ

の
記
述
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
江
春
の
加
筆
に
よ
る
も
の
な
の
か
ど

う
か
で
あ
る
。
だ
が
、
急
い
で
模
写
し
て
い
る
江
春
が
創
作
し
た
と
は
考

え
に
く
く
、
誤
写
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
粉
本
に
書
か
れ

て
い
た
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
他
の
模
本
が
数
度
の
転
写
に
よ
っ
て
こ

の
記
述
が
抜
け
落
ち
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
久
留
米
本
の
粉
本
は
、
元

和
三
年
本
そ
の
も
の
か
、
そ
れ
に
近
い
模
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
土
佐
古
将
監
に
つ
い
て
も
誰
を
指
す
の
か
分
か
っ
て
お
ら
ず
、
土

佐
光
信
で
あ
る
と
す
る
伝
承
も
あ
る
が（

9
（

、
こ
の
奥
書
を
信
じ
れ
ば
光
信
よ

り
も
古
い
時
代
の
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
他
の
模
本
に
は
、
元
和
三

年
本
お
よ
び
土
佐
古
将
監
真
筆
本
に
つ
い
て
の
情
報
は
一
切
な
く
、
た
と

え
伝
承
の
域
を
出
て
い
な
い
と
し
て
も
貴
重
な
情
報
と
い
え
る
。

　

そ
れ
で
は
、
仮
に
粉
本
が
元
和
三
年
本
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ

う
な
経
緯
を
以
て
久
留
米
に
入
っ
た
の
だ
ろ
う
か
（
場
所
が
明
記
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
必
ず
し
も
久
留
米
で
模
写
し
た
と
は
断
定
で
き
な
い
が
）。

三
谷
家
は
狩
野
派
の
久
留
米
藩
御
用
絵
師
で
あ
る
。
狩
野
派
一
門
や
藩
主

有
馬
氏
を
通
し
て
入
手
し
た
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
述
べ
た

通
り
、
久
留
米
本
は
急
い
で
略
写
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
粉
本

は
一
時
的
に
貸
し
出
さ
れ
た
か
閲
覧
が
許
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
手
許
に

置
け
る
時
間
が
限
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
可
能
性
の
一
つ
と
し
て

は
、
江
戸
に
出
仕
し
て
い
る
久
留
米
藩
士
を
通
し
て
の
入
手
経
路
も
考
え

ら
れ
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
本
の
模
写
者
で
あ
る
松
岡
辰
方
（
一
七
六
四
―

一
八
四
三
（
一
八
四
〇
と
も
））
は
久
留
米
藩
士
で
あ
り（

（1
（

、
塙
保
己
一
の

門
弟
と
し
て
江
戸
の
和
学
講
談
所
で
『
群
書
類
従
』
編
纂
に
も
関
わ
っ
て

い
る
。
後
に
有
職
故
実
の
大
家
と
な
り
、
幕
府
に
も
召
さ
れ
た
と
い
う
。

辰
方
が
写
し
た
書
陵
部
本
は
第
四
図
の
み
で
、
絵
の
特
徴
も
東
博
本
系
統

で
あ
る
た
め
、
久
留
米
本
の
粉
本
は
辰
方
が
見
た
「
六
波
羅
合
戦
巻
」
で
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は
な
い
。
辰
方
と
江
春
は
時
代
が
あ
る
程
度
重
な
り
、
直
接
的
な
関
わ
り

が
あ
っ
た
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
が
、
模
写
者
が
分
か
る
数
少
な
い
模
本

の
う
ち
の
二
本
が
久
留
米
藩
に
ゆ
か
り
の
人
物
で
あ
る
こ
と
は
、
留
意
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

四
、
詞
書

《
第
一
段
》

　
　

義
朝
た
え
す
し
て
西
の
河
原
へ
引
し
り
そ
き
ぬ
馬
を

　
　

ひ
か
へ
て
申
け
る
は
命
お
し
か
ら
ん
と
も
か
ら
は
是

　
　

よ
り
す
な
は
ち
お
つ
へ
し
よ
し
と
も
は
今
度
か
け

　
　

出
な
ん
の
ち
は
さ
ら
に
不
引
し
て
頭
を
馬
の
は
な
に

　
　

け
さ
す
へ
し
と
申
を
正
清
み
つ
ゝ
き
に
と
り

　
　

つ
き
て
た
ゝ
い
ま
御
命
を
は
て
さ
せ
給
ひ
て
何

　
　

ほ
と
か
あ
る
へ
き
東
国
へ
赴
か
せ
給
ひ
て
御
家
人

　
　

相
催
し
て
平
家
を
ほ
ろ
ほ
さ
ん
事
時
刻
を

　
　

め
く
ら
す
へ
か
ら
す
と
申
て
も
ろ
と
も
に

　
　

落
に
け
り

《
第
二
段
》

　
　

鎌
田
兵
衛
申
け
る
は
守
殿
は
お
ほ
し
召
旨
あ
り
て
ひ
か
せ

　
　

給
ふ
な
り
正
清
は
御
供
つ
か
ま
つ
り
殿
原
は
し
は
し
ふ
せ
き

　
　

箭
射
て
の
は
し
ま
い
ら
せ
よ
心
さ
し
は
御
供
に
お
と
る

　
　

へ
か
ら
す
と
い
ひ
け
れ
は
五
十
餘
騎
の
こ
り
と
ゝ
ま
り
て

　
　

矢
た
ね
の
あ
る
か
き
り
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
ふ
せ
き

　
　

た
ゝ
か
ふ
惣
方
こ
ゝ
に
て
多
く
う
た
れ
に
け
り

《
第
三
段
》

　
　

信
頼
卿
の
宿
所
三
箇
所
并
義
朝
か
六
條
堀
河

　
　

の
家
を
や
き
は
ら
ふ
あ
い
た
餘
盡
数
十
町
に
お
よ
ふ

　
　

咸
陽
宮
の
煙
の
こ
と
し

　

久
留
米
本
と
早
大
本
の
詞
書
は
同
文
で
あ
り
、
漢
字
・
仮
名
の
使
用
箇

所
も
同
じ
で
字
母
も
一
致
す
る
箇
所
が
多
く
、
両
本
が
同
じ
粉
本
に
遡
れ

【図８】詞書第一段
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る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
大
き
な
違
い
は
、
早
大
本
に
は
絵
巻
の
冒
頭
部
に

流
布
本
的
本
文
に
よ
る
『
平
治
物
語
』
の
あ
ら
す
じ
が
記
さ
れ
て
い
る
点

で
あ
る
が
、
他
の
模
本
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
早

大
本
の
加
筆
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
改
行
の
位
置
が
異
な
る
の
は
、
久
留
米

本
の
都
合
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
久
留
米
本
の
詞
書
は
余
白
が
ほ
と
ん

ど
な
い
の
で
、
紙
の
寸
法
に
合
わ
せ
て
改
行
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

五
、
久
留
米
本
と
早
大
本
の
関
係

　

絵
の
部
分
に
関
し
て
も
、久
留
米
本
と
早
大
本
は
概
ね
一
致
し
て
い
る
。

久
留
米
本
は
略
写
で
あ
る
た
め
、
装
束
の
模
様
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
描
か
れ

て
お
ら
ず
、
写
し
忘
れ
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
人
物

の
位
置
な
ど
に
も
多
少
の
ず
れ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
細
部
の
異
同
を
確

認
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
構
図
そ
の
も
の
は
か
な
り
正
確
に
模

写
さ
れ
て
い
る
。
滝
澤
氏
の
指
摘
に
よ
る
、
早
大
本
が
他
の
模
本
と
異
な

る
箇
所
を
箇
条
書
き
に
あ
げ
て
お
く
。

① 

人
名
の
記
載
。
早
大
本
は
無
記
名
の
短
冊
が
附
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ

る
。
東
博
本
に
は
清
盛
・
義
朝
・
正
清
・
金
王
丸
・
重
成
、
原
本
の
断

簡
に
は
清
盛
の
名
が
あ
る
。

② 

第
三
図
（
④
ま
で
同
）。『
日
本
絵
巻
大
成
（3
』
に
掲
載
さ
れ
た
断
簡
⑨

「
三
条
河
原
の
決
戦
（
４
）」
に
は
、
図
左
上
に
武
士
が
描
か
れ
て
い
る

が
、
早
大
本
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

③ 

図
中
央
一
番
上
の
武
士
が
背
負
う
弓
矢
が
早
大
本
に
は
描
か
れ
て
い
な

い
。

④ 

そ
の
下
に
位
置
す
る
武
士
の
背
に
、
早
大
本
で
は
折
れ
た
矢
が
刺
さ
っ

て
い
な
い
。

⑤ 

第
四
図
（
⑨
ま
で
同
）。
一
軒
目
の
宿
所
焼
討
場
面
で
、
早
大
本
に
は

炎
の
中
に
不
自
然
な
人
物
が
描
か
れ
て
い
な
い
。

⑥ 

早
大
本
は
猛
火
の
描
写
が
激
し
い
（
他
の
模
本
は
炎
が
途
中
で
途
切
れ

て
い
る
）。

⑦ 

塀
の
脇
か
ら
邸
内
を
覗
く
武
士
が
、
断
簡
は
右
足
、
模
本
は
左
足
を
上

げ
て
い
る（

（（
（

。
早
大
本
も
例
外
で
は
な
い
。

⑧ 

二
軒
目
の
宿
所
焼
討
場
面
で
も
、
早
大
本
は
猛
火
の
描
写
が
激
し
い
。

⑨ 

早
大
本
は
、
第
四
図
の
後
に
猛
火
の
み
を
描
く
。

⑩ 

早
大
本
は
、
血
の
描
写
が
著
し
い

　

①
に
つ
い
て
、
久
留
米
本
に
は
第
三
図
に
「
正
清
」
の
名
の
み
が
記
さ

れ
て
お
り
、
短
冊
を
表
す
と
思
わ
れ
る
線
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
人

物
に
対
し
て
は
何
も
記
し
て
お
ら
ず
、
短
冊
が
あ
る
べ
き
位
置
の
背
景
が

描
か
れ
て
い
る
の
で
、
粉
本
に
も
短
冊
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
点
は
い
ず
れ
の
断
簡
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
東
博
本
は
基
本
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的
に
人
名
を
四
角
の
枠
で
囲
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
正
清
の
名
の

み
は
囲
ん
で
い
な
い
こ
と
が
気
に
な
る
。
あ
る
い
は
、
正
清
の
名
は
他
の

人
名
と
は
別
の
時
期
に
付
さ
れ
、
元
和
三
年
本
に
は
正
清
の
名
の
み
が
記

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

絵
の
描
写
で
あ
る
②
～
⑧
に
関
し
て
は
、
久
留
米
本
と
早
大
本
は
す
べ

て
一
致
し
て
い
る（
早
大
本
の
④
の
武
士
は
額
に
矢
が
刺
さ
っ
て
い
る
が
、

久
留
米
本
は
額
の
矢
を
描
い
て
い
な
い
。
し
か
し
、
額
か
ら
激
し
く
流
血

し
て
い
る
点
は
一
致
し
て
お
り
、
久
留
米
本
は
単
純
に
矢
を
描
き
忘
れ
た

の
だ
ろ
う
）。
⑤
は
特
に
留

意
す
べ
き
箇
所
で
、
東
博
本

系
統
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ

と
し
て
、
燃
え
さ
か
る
炎
の

中
に
無
表
情
な
武
士
の
上
半

身
が
描
か
れ
て
い
る
。
明
ら

か
に
不
自
然
な
描
写
で
あ

り
、
原
本
に
描
か
れ
て
い
た

と
は
考
え
に
く
い
。
お
そ
ら

く
早
大
本
や
久
留
米
本
の
描

写
が
本
来
の
姿
で
あ
り
、
古

態
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
⑥
で
炎
が
途
中
で
途
切
れ
て
い
る
描
写
も
や
や
不
自
然
で
あ
り
、

こ
の
点
も
早
大
本
や
久
留
米
本
の
方
が
古
態
の
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ

う
。
⑨
の
、
他
本
に
は
見
ら
れ
な
い
激
し
い
猛
火
の
描
写
に
つ
い
て
は
、

滝
澤
氏
は
早
大
本
に
よ
る
独
自
の
加
筆
の
可
能
性
も
指
摘
し
て
い
た
が
、

久
留
米
本
に
も
構
図
が
一
致
す
る
猛
火
が
描
か
れ
て
お
り
（【
図
９
】）、

粉
本
に
既
に
描
か
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
早
大
本
が
久
留
米
本
の
粉
本
の
可
能
性
は
あ
る
の
か
と
い
う
と
、

前
述
し
た
通
り
、
久
留
米
本
に
は
早
大
本
に
は
無
い
本
奥
書
が
あ
る
。
逆

に
、
略
式
模
本
で
あ
る
久
留
米
本
を
粉
本
と
し
て
早
大
本
が
描
か
れ
る
と

も
考
え
ら
れ
ず
、
又
、
早
大
本
の
配
色
と
久
留
米
本
の
色
注
な
ど
に
も
異

同
が
見
ら
れ
る
の
で
、
両
本
の
直
接
的
な
関
係
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
ほ
か
、
久
留
米
本
に
は
第
四
図
に
注
目
す
べ
き
特
徴
が
あ
る
。
門

の
脇
に
騎
馬
武
者
と
長
刀
を
持
っ
た
武
士
が
並
ん
で
立
っ
て
お
り
、
武
士

と
馬
の
足
の
間
に
背
後
の
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
が
（【
図
（0
】）、
そ
こ

か
ら
線
を
延
ば
し
、
線
の
先
に
建
物
の
拡
大
図
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る

（【
図
（（
】）。
こ
の
拡
大
部
分
は
、
早
大
本
で
は
武
士
の
両
足
の
間
の
背
後

に
も
似
て
お
り
、
線
の
位
置
を
間
違
え
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
粉
本
を
忠

実
に
模
写
し
よ
う
と
す
る
久
留
米
本
の
姿
勢
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

注
目
す
べ
き
は
、
久
留
米
本
は
他
本
と
は
異
な
り
、
長
刀
の
柄
を
馬
の
胸

が
い
の
位
置
よ
り
下
は
描
い
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
東
博
本
や
早
大
本

【図９】猛火
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で
は
武
士
と
馬
の
足
の
間
に
は
武
士
の
持
つ
長
刀
の
柄
が
描
か
れ
て
い
る

が
、
原
本
の
断
簡
は
久
留
米
本
と
同
じ
く
長
刀
の
柄
の
下
部
が
描
か
れ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
箇
所
に
限
っ
て
い
え
ば
、
久
留
米
本
の

み
が
原
本
（
断
簡
）
と
一
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
久
留
米
本
・
早
大
本
は
粉
本
を
忠
実
に
模
写
し
た

同
系
統
の
模
本
で
あ
り
、
東
博
本
系
統
よ
り
も
鎌
倉
時
代
の
原
本
の
姿
を

留
め
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
東
博
本
系
統
の
、
炎
の
中

に
無
表
情
の
武
士
が
描
か
れ
て
い
た
り
、
炎
が
途
中
で
途
切
れ
て
い
る
場

面
は
不
自
然
で
あ
り
、
東
博
本
系
統
の
方
が
、
後
か
ら
改
変
・
削
除
（
も

し
く
は
欠
落
）
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
久
留
米
本
・

早
大
本
の
み
が
持
つ
猛
火
の
場
面
は
、
原
本
に
も
描
か
れ
て
い
た
の
だ
ろ

う
。

　
　
　

六
、
五
条
橋
の
素
材
に
つ
い
て

　

も
う
一
点
、
重
要
な
こ
と
な
の
で
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
一
図
②
に

は
、
東
博
本
・
久
留
米
本
（【
図
４
】）
共
に
六
波
羅
邸
の
門
外
の
垣
楯
が

描
か
れ
、
そ
の
間
か
ら
平
家
軍
が
出
撃
し
て
い
る
。『
平
治
物
語
』
に
、「
左

馬
頭
義
朝
、
六
条
河
原
へ
押
寄
て
見
け
れ
ば
、
六
波
羅
に
は
、
五
条
の
橋

を
こ
ほ
ち
よ
せ
て
、
垣
楯
掻
て
ま
う
け
た
り（

（1
（

。」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ

ろ
う
。
こ
の
五
条
橋
の
素
材
に
つ
い
て
、
新
体
系
本
の
注
に
「
梁
塵
秘
抄

二
に
「
何
れ
か
清
水
へ
参
る
道
、
京
極
く
だ
り
に
五
条
ま
で
、
石
橋
よ
」

と
あ
り
、
当
時
は
石
造
り
で
あ
っ
た
か
。
ま
た
、
石
橋
と
な
っ
た
の
は
、

こ
の
後
の
造
作
と
も
。」
と
あ
り
、
当
時
の
五
条
橋
の
素
材
が
何
で
あ
っ

た
の
か
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い（

（1
（

。
だ
が
、
そ
も
そ
も
垣
楯
と
は
、
木
の

枝
や
板
を
並
べ
て
楯
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
模
本
の
絵
を
見
て

も
垣
楯
は
石
と
は
思
わ
れ
ず
、
木
の
板
に
見
え
る
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
付
近

は
、原
本
の
断
簡
が
存
在
し
て
い
る
の
だ
が
、肝
心
の
垣
楯
の
部
分
が
残
っ

て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
よ
く
見
る
と
ほ
ん
の
僅
か
で
あ
る
が
、
垣
楯
の

一
部
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
構
図
そ
の
も
の
は
模
本
と
ほ
ぼ
一
致

し
て
い
る
の
で
、
垣
楯
の
欠
損
部
分
の
描
写
が
模
本
と
著
し
く
異
な
る
と

は
考
え
に
く
い
。
つ
ま
り
、
平
安
末
期
の
五
条
橋
は
木
製
で
あ
っ
た
可
能

【図10】第四図

【図11】拡大図
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性
が
高
い
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
原
本
が
成
立
し
た
と
さ
れ
る
鎌
倉
末

期
の
五
条
橋
は
木
造
で
あ
り（

（1
（

、
五
条
橋
の
素
材
を
示
す
現
在
確
認
出
来
る

最
も
古
い
資
料
は
「
六
波
羅
合
戦
巻
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る（

（1
（

。

　
　
　

七
、
久
留
米
本
の
色
注
の
特
徴

　

久
留
米
本
に
は
彩
色
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
第
四
図
の
一
部
や
猛
火
に
朱

や
薄
墨
が
入
る
程
度
で
あ
る
が
、
所
々
に
色
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
色
注

は
建
物
に
多
く
、
屋
根
や
築
地
な
ど
に
「
朱
ス
ミ
」「
木
地
」「
地
ウ
ス
ヽ

ミ
ア
イ
ク
マ
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。
装
束
や
武
具
な
ど
の
色
注
は
少

な
い
が
、
旗
に
は
「
赤
」「
白
」
と
あ
り
、
ご
く
希
に
母
衣
や
鎧
の
草
摺

糸
（【
図
（0
】）
な
ど
に
も
色
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な
こ
と
に
、
久

留
米
本
の
色
注
の
箇
所
は
、
断
簡
と
は
ほ
ど
ん
ど
重
な
ら
な
い
た
め
比
較

が
で
き
な
い
。
東
博
本
の
色
注
と
も
重
な
る
箇
所
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、

一
致
す
る
箇
所
も
見
ら
れ
る
。

　

な
お
、
久
留
米
本
は
、
特
に
猛
火
に
対
し
て
詳
し
い
色
注
を
入
れ
て
い

る
。
④
の
一
軒
目
の
宿
所
の
猛
火
に
は
「
ス
ミ
ク
マ
二
度
ト
リ
丹
地
朱
ヌ

リ
又
ス
ミ
ク
マ
ノ
上
ニ
ウ
ス
朱
ク
マ
ト
リ
火
先
マ
タ
ハ
ス
ミ
煙
リ
ニ
ウ
ス

コ
フ
ン
ニ
テ
夫
ニ
応
シ
テ
ク
マ
ト
リ
ス
ミ
落
ス
ミ
コ
キ
朱
同
断
」と
あ
り
、

⑦
の
二
軒
目
の
宿
所
の
炎
に
も
「
コ
フ
ン
ク
マ
火
先
ニ
黄
土
ノ
ク
マ
有
」

と
あ
る
。
早
大
本
に
は
こ
れ
ら
の
色
注
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
元
々
粉

本
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
粉
本
の
彩
色
を
忠
実
に
メ
モ
し
て
い
る
可
能

性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
久
留
米
本
が
こ
れ
ほ
ど
猛
火
に
こ
だ
わ
る
理
由

は
、
他
の
模
本
に
は
猛
火
が
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
前
述
し
た
よ
う
に
、「
六
波
羅
合
戦
巻
」
の
内
容
は
広
く
流
布
し

て
お
り
、
久
留
米
藩
士
松
岡
辰
方
も
書
陵
部
本
を
模
写
し
て
い
る
。
江
春

も
既
に
炎
が
描
か
れ
て
い
な
い
模
本
を
見
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
だ

と
す
れ
ば
初
め
て
見
る
猛
火
の
描
写
に
関
心
を
持
ち
、
念
入
り
に
模
写
し

た
上
、
写
し
き
れ
な
い
部
分
は
文
字
で
メ
モ
書
き
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　
　
　

八
、
お
わ
り
に

　
『
平
治
物
語
絵
巻
』
は
、『
平
治
物
語
』
諸
本
の
第
二
類
に
位
置
付
け
ら

れ
る（

（1
（

重
要
な
資
料
で
あ
る
。
今
後
、「
六
波
羅
合
戦
巻
」
の
残
り
す
べ
て

の
断
簡
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
は
極
め
て
低
く
、
全
容
を
知
る
た
め
に
は

模
本
に
頼
る
し
か
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
内
容
が
唯
一
の
系
統
で
あ
り
、
そ

の
ま
ま
原
本
の
内
容
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
た
め
、
模
本
の
系
統

に
つ
い
て
の
研
究
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
久
留

米
本
・
早
大
本
の
出
現
に
よ
り
、
両
者
が
東
博
本
と
は
異
な
る
同
系
統
の
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模
本
で
あ
る
こ
と
、
現
存
す
る
「
六
波
羅
合
戦
巻
」
の
模
本
が
少
な
く
と

も
二
種
の
系
統
に
分
類
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
久

留
米
本
・
早
大
本
系
統
の
方
が
、
東
博
本
系
統
よ
り
も
元
和
三
年
本
、
し

い
て
は
原
本
の
姿
に
よ
り
近
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
指
摘

し
た
通
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
久
留
米
本
の
み
が
原
本
に
一
致
す
る
箇
所

も
あ
り
、
現
存
模
本
の
中
で
、
久
留
米
本
が
最
も
古
態
を
残
し
て
い
る
可

能
性
が
高
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
断
簡
で
も
わ
ず
か
に
確
認
で
き
る
垣
楯

の
描
写
か
ら
、
五
条
橋
の
素
材
を
示
す
最
も
古
い
資
料
は
「
六
波
羅
合
戦

巻
」
で
あ
り
、
遅
く
と
も
「
六
波
羅
合
戦
巻
」
が
成
立
し
た
鎌
倉
末
期
の

五
条
橋
の
素
材
は
石
橋
で
は
な
く
木
製
の
橋
で
あ
っ
た
こ
と
も
確
認
で
き

た
。
絵
画
資
料
を
研
究
対
象
に
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
字
資
料
だ
け

で
は
解
明
し
き
れ
な
い
問
題
に
切
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
好
例
で

あ
ろ
う
。

　

課
題
と
な
る
の
は
、
模
本
の
両
系
統
と
も
土
佐
古
将
監
本
の
写
し
で
あ

り
、
原
本
そ
の
も
の
か
ら
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
冒

頭
が
第
一
図
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
は
不
自
然
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
原
本

に
は
前
半
部
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
更
に
別
系
統
の

模
本
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
問
題
も
徐
々
に
判
明
し
て
い
く
だ
ろ

う
。『
平
治
物
語
』
諸
本
を
研
究
す
る
上
で
も
、
模
本
の
研
究
は
必
要
だ

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

注（
（
） 

模
本
に
つ
い
て
は
、
松
原
茂
「「
平
治
物
語
絵
詞
」
の
伝
来
と
成
立
」（『
日
本
絵

巻
大
成
（3
』、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
七
年
）、
秋
山
光
和
「「
平
治
物
語
絵
巻
」

六
波
羅
合
戦
の
巻
」（『
日
本
絵
巻
物
の
研
究
下
』、
中
央
公
論
美
術
出
版
、

二
〇
〇
〇
年
）、
平
野
卓
治
「
館
蔵
「
六
波
羅
合
戦
巻
」
の
基
礎
的
研
究
」（『
横

浜
市
歴
史
博
物
館
調
査
研
究
報
告
３
』、
二
〇
〇
七
年
三
月
）・「
館
蔵
「
六
波
羅

合
戦
巻
」
と
真
田
宝
物
館
所
蔵
の
「
平
治
物
語
絵
巻
」」（『
横
浜
市
歴
史
博
物
館

調
査
研
究
報
告
４
』、
二
〇
〇
八
年
三
月
）、
小
林
泰
三
『
日
本
の
国
宝
、
最
初
は

こ
ん
な
色
だ
っ
た
』（
光
文
社
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
2
） 

滝
澤
み
か
「
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵 

『
平
治
物
語
絵
巻 

六
波
羅
合
戦
巻
』
に

つ
い
て
」（『
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
62
、
二
〇
一
五
年
三
月
）

（
3
） 『
久
留
米
藩
御
用
絵
師
絵
画
資
料
目
録
３
（
久
留
米
市
文
化
財
調
査
報
告
書 

第

三
十
七
集
）』（
久
留
米
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
四
年
）

（
（
）
前
掲
、
秋
山
氏
論
文

（
（
） 『
久
留
米
藩
御
用
絵
師
絵
画
資
料
目
録
１
～
４
（
久
留
米
市
文
化
財
調
査
報
告
書 

第
三
十
・
三
十
一
・
三
十
七
・
三
十
八
集
）』（
久
留
米
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
一

～
一
九
八
四
年
）

（
6
） 

三
谷
家
お
よ
び
源
平
関
連
の
絵
画
資
料
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
久
留
米
市
文
化
財

収
蔵
館
収
蔵
「
平
家
物
語
図
」・「
源
平
合
戦
図
」
に
つ
い
て
（『
文
化
現
象
と
し

て
の
源
平
盛
衰
記
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
五
年
五
月
）
で
触
れ
た
。

（
（
）
鈴
木
敬
三
『
初
期
絵
巻
物
の
風
俗
史
的
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
〇
年
）

（
8
）
江
春
筆
「
虎
図
」「
林
和
靖
図
」
が
久
留
米
収
蔵
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

（
9
） 

小
松
茂
美
氏
は
土
佐
光
信
を
想
定
し
て
い
る
。（『
日
本
絵
巻
大
成
2（　

当
麻
曼
荼

羅
縁
起
・
稚
児
観
音
縁
起
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
九
年
）

（
（0
）
篠
原
正
一
『
久
留
米
人
物
誌
』（
菊
竹
金
文
堂
、
一
九
八
一
年
）

（
（（
）
前
掲
、
鈴
木
氏
の
指
摘
に
よ
る
。

（
（2
） 
佐
竹
昭
広
ほ
か
編
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（3　

保
元
物
語　

平
治
物
語　

承
久
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記
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）。

（
（3
） 

こ
の
他
、『
日
本
歴
史
地
名
大
系　

京
都
市
の
地
名
』（
平
凡
社
）
が
「
平
安
末
期

に
は
石
橋
が
か
け
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
」
と
す
る
の
を
は
じ
め
、『
梁
塵
秘
抄
』

の
記
述
を
根
拠
と
し
て
石
橋
を
有
力
視
す
る
研
究
者
が
多
い
。
五
条
橋
の
素
材
に

つ
い
て
は
、
雨
野
弥
生
「「
石
橋
」
考
―
『
梁
塵
秘
抄
』
三
一
四
番
を
中
心
に
―
」

（『
同
志
社
国
文
学
』
82
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
に
考
察
が
あ
る
。

（
（（
） 

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵
「
保
元
・
平
治
合
戦
図
屏
風
」
に
も
、
六
波
羅
邸

の
築
地
の
箇
所
に
五
条
橋
を
壊
し
て
組
み
立
て
た
と
思
わ
れ
る
木
製
の
垣
楯
が
描

か
れ
て
い
る
（『
週
刊
絵
で
知
る
日
本
史
（9　

平
治
合
戦
図
屏
風
』（
集
英
社
、

二
〇
一
一
年
）
に
解
説
あ
り
）。
こ
の
屏
風
は
江
戸
時
代
前
期
成
立
と
考
え
ら
れ

て
い
る
が
、
粉
本
に
「
六
波
羅
合
戦
巻
」
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
（
前
掲
、
秋
山
氏
論
文
）。

（
（（
） 

こ
れ
ま
で
、
五
条
橋
の
素
材
が
確
認
で
き
る
資
料
は
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」
ま
で

遡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

（
（6
） 

永
積
安
明
・
島
田
勇
雄
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
3（　

保
元
物
語,

平
治
物
語
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
年
）

　

※ 

本
稿
に
お
い
て
、
画
像
の
撮
影
・
掲
載
許
可
を
賜
り
ま
し
た
三
谷
氏
、
久
留
米
市

教
育
委
員
会
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
奥
書
や
色
注
の
読
み
や
解
釈
に
つ
い

て
は
、都
市
風
俗
画
研
究
会
に
お
い
て
大
高
洋
司
氏
、水
野
僚
子
氏
、小
島
道
裕
氏
、

大
久
保
純
一
氏
は
じ
め
、御
出
席
の
諸
先
生
方
よ
り
御
教
授
を
賜
り
ま
し
た
。ま
た
、

五
条
橋
の
素
材
に
つ
い
て
は
、
第
六
回
研
究
会
に
お
け
る
雨
野
弥
生
氏
の
御
発
表

「
院
政
期
の
都
市
表
象
に
お
け
る
一
問
題
―
五
条
橋
は
「
石
橋
」
だ
っ
た
か
―
」
を

大
変
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


